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.Sieversiana 二 合セ シメントスル 北 村 氏 ノ說ニハ租モ現在デノ、賛成デアツテ、葉 裂 片ノ廣 
狹ノ、個體ニョリ甚シク差異ヲ示シ叉總萑片ノ長サヤ色彩モ時期ニョリ變化ヲ見士ルコトヲ 
知リ曾テノ私ノ措置ノ、何等意味ノナイコ ト ヲ悟ルニ至ツタ。「滿洲國植物考 J 中 デハ Arte¬ 
misia chrysolepis Kitagawa ヲ種トシテヰルガソレノ、茲デ fTtiE スル。 

10) Artemisia campestris Lin 龍 us. 

Artemisia oxycephaia Kitagawa Artemisia campestris トハ異ル 0 Artemisia cam- 
pestris .ハ恐ラク東部西比利亞 ニノ、 產 シナ イデアラウ'。東 55 二 於 テ Artemisia campestris 
ノ位置 ヲ占 メル モノ ハ Artemisia pubescens Ledebotjr ( = Art. commuttata Besser ) デ 
アツ テコ レ ハ Artemisia campestris .，比シテ莖ハ直立シ枝 モ立ツ テ密ナ花序ヲ着 ケル。 
頭花ハ稍長イ花粳ヲ有シ苞狀葉ハ花梗ョリ 短イノ ガ常デ アル。 然ルニー方 Artemisia cam¬ 
pestris 二於テハ莖ハ斜上シ枝ハ側方へ開出シ頭花ハ小デ全ク無柄又ハ極メテ短イ粳ヲ具 
へ、 萑狀葉ハ花粳1ョリ長イ傾向 ガアル。 Artemisia pubescens ガ風ノ强イ砂丘上 二 生 エタ 
場合見掛ヶ上 Artemisia campestris 二近クナリ莖ハ斜上シ枝ハ張リ頭花ハ小 サク 葉裂片 
ノ、細クナル〇然シ頭花ガ皆長イ梗ヲ具へテヰル點ヲ見レバ Artemisia pubescens ノ ニ次的 
二變 ジタ形デアル コト ガ判リ Artemisia ccwnp^Ws 卜同一視スルコ トハ 出來ヌ。 Artemi¬ 
sia oxycephaia ヲ Artemisia pubescens ノ 變種 二下シタノハ カヤウナ根據カラ デアツ .. 夕。 
コレガ反對二酸性ノ肥沃ナ斜面二上レバ豐滿ナ vav. Pallasiana ( Turczaninow ) Kita ¬ 
gawa 二變ズ ル。葉ノ裂片ノ細 サハ區 々デ基本形.デモ極メテ細イ絲 狀ノ蓮ヲ持ツ 個體モ 
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はまくはがた卜言フ優美ナ名 ニモ 似合ハズ、花モ極ク貧弱デ草立 モア マリ立派デナイ植 
物ガ知ラ レ' テ4ル〇小生ハカネテコノ 植物 ノ分布二就テ疑間ヲ持ツ■テキタガ、最近はまく 
はがた卽チ Veronica murorum Maximowicz (1881) トサレ テ キタ モノ ハ V . javanica 
Blxjme (1826) 卜同ジモノデアル事二氣ガ付イテ成程卜得心ガイ ツタ。後者 ハアフリカ、 
印度 飞ヒマラャ地 方)、 ブルマ(カーシア地 ^プ〇、泰、 ジャバ ,ブラジル等.廣イ分布ヲ有ス 
ルモノデ、 臺灣、琉球、小笠原島、 九州、 四國南部 ノモノハ全體カラ 見レバ北限的ナ モノ 
デアル事ガ判ル。" P. murorum ハ Maximowicz 自身ガ長崎ノ町ノ附近デ、石垣ノ間カラ採 
集シタ標本二因ンデ付ケ ラレ タ名デアル。 小笠原島 デノ觀察ニョルト、 コノ モノハ決シテ 
海岸 植物 デン、 ナク、 案外ニモ人家---近 イ所ノ 雜草ノ中等 二生へ テ 斗ルモノデアツ テ，南方 
カテ輸入 サレテ 偶發的二 生ズル事ガ多イト 想像 サレル。ジャパ•アタリ デハ 茶園 等ノ 雜草卜 
シテ極普通ノ由デアルカラソウ言フ事ガ有リ得ルデ、アラウ n 從ツテョク知ラレテ4ルはま 
くはがた卜言フ 和名 ハアマリ適當デ、ナク、 寧口學名 カラ譯シタ いしがはがた （植物總 
覽第1版）ガョリョクハナイカト思ハレル。内地人デ最初ニコレヲ採集シタノハ牧野博士 
デ 土佐 ノー宮材 （1892 年） 二 於 テデアツタ。 
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